
第4 □ 和歌山県障害者ふれあい

インドアアーチェリー大会開催要頂

1  目  的   本大会は、県内外の障害者と健常者が共にアーチェリー競技を行うことにより、

その技術の向上と普及を図るとともに、親睦の輛を広げることを目的とする。

2  主  催   利歌山県障害者スポーツ協会

3  主  管   利歌山県障害者スポーツ協会アーチェリー部会

4  後援 ・協力  日本身体障害者アーチェリー連盟     近畿身体障害者アーチェリー連盟

(予定)   和歌山県アーチェリー協会       禾□歌山県子ども・障害者相談センター

琴の浦リハビリセンター福祉工場

5  開 催 日  平成 2 0 年 1 1 月 9 日 (日)

6  場  所   利歌山県子ども ・障害者相談センター 体育館

(和歌山市毛見 1 4 3 7 - 2 1 8 )

7  競技種ロ   イ8 M インドアターゲットラウンド リカーブ言『P扱 びコンパウンド音8門

8  日  程   ( 1 ) 受 付 開 始    9 : 0 0

(2 ) 関 会 式     9 : 3 0

(3 ) 競 技 開 始   1 0 : 0 0

(4 )  昼   食     1 2 i O O

(5 ) 競 技 開 始    1 3 : O O

(6 )  表彰 ・閉会式    1 6 : O O   (競技の進行状況により変更します。)

9  競技方法   競技方法は別に定める。(別紙競技方法と注意事項を参照)

1 0  競技規貝」  全日本アーチェリー連盟規則及び日本身体障害者アーチェリー連盟競技規則、

当競技大会申し合わせ事項による。

1 1  表  彰    (1 )  リカーブ部門は3 0 射終了後にスコアによリクラスおけを行い、6 0 射

の合計点で各クラス3 位まで表彰する。

(2 )  コンパウンド書FP目は3 0 射終了後のクラス分けを行わす、6 0 射の合計

点で表彰する。(表彰する順位は、申込人数により変更します。)

(3 )  障害者部門として、リカープ音[門の障害者のうち、6 0 射の合計点で男

女各上位 3 名まで表彰する。(表彰する順位は、申込人数により変更)

なお、持ち回り優勝杯は、障害者き8門の男支各 1 位に対し授与するもの

とする。

1 2  参 力B 費   一般の部 2 , O O O 円

少年の部 (高校生以下)  1 , 5 0 0 円 ※少年には1 8 歳以下の障害者を言みます

※参力8費はスポーツ保険対を含みます

弁  当 1 , O O O 円 ※弁当は希望者のみです

1 3  申込力法   局」紙参力D申込書に必要事項を記入の上、参加費 ・弁当代を郵便振替にて送金後、

平成2 0 年 1 0 月 1 0 日 (金) までに下記までお申し込みくださしヽ (送金先は申

込用紙を参照)。申し込み多数の場合は先著順とさせていただきます (申込後のキ

ャンセルは受け付けません)。

< 申込先> 〒64 9 120 2 和歌山県日高郡日高町萩原 1440  崎出 貴文

自宅 Tel& Fax : 0 7 3 8 -6 3 -2 7 9 5  携帯 :0 9 0 -2 19 4 -0 14 7

1 4  問 合 先   < 和歌山県障害者スポーツ協会アーチェリー部会長>

尾崎 直彦

< 試合事務局> 崎山 貴文

i0 9 0 -5 6 4 5 -6 8 4 0

(電話番号は上記の申込先を参照)

< 不□歌山県障害者スポーツ協会>     i0 7 3 -4 4 5 -7 3 1 4



競 技 方 法 及 び 注 意 事 項

競技方法

1 本大会の競技は、全日本アーチェリー連盟競技規則インドアターゲットアアーチェリーラウンド及び当競技会申し合わせ事

項により1 8 m グブルラウンドで、リカーブ部門は4 0 c五標的面 (上下 2働 、コンパウンド部門は三つ目標的面を使用し

て行いま曳

2 フリープラクティス…4 分 1 回 行射本数制限無

A 立 4 分…矢取り

B 立 4 分…矢取り

C 立 4 分一矢取り

D 立 4 分…矢取り

3 行射…2 分 3射 A 立 位 的) 2 分 3射 ・B 立 (下的) 2 分 3射…矢取り

C 立 (上面) 2 分3 射 ・D 立 (下的) 2 分 3射…失取り

B 立 (上面) 2 分 3 射 ・A 立 (下的) 2 分 3 射…矢駁り

_   ~ 十_―~ ―~ 一   ―― わ立 ｀性 耐 ・2分も射 ―C 立 く下的)- 2 分 3 射一次取りの繰 り産し     
―   十 ‐ ― ―― _   ‐一

ヨンパウンド部門は、A 立は一番左の的を、B 立は左から3 夕」目の的を、C 立は左から2 列目の的を、D 立は一番右の的を

行射してください。

4 行射終了後は直ちにシューティングラインを離れて下さい。車椅子等の使用者はボウスリングを外して行射終了の意志表示

をすること。

5 競技の進行は、ブザー又はホインスルにより管理しま曳

注意事項

1 眺ね返り失 ・貫通矢 ・ぶら下がり矢が生じた場合は、弓を頭上に上げて審判員に合図すること。

'       2 勝ほね返り矢 `貫通矢は、すべての大に正確な印を釣中孔に付けられていた場合のみ、採点の対象としま曳 的中孔の印は競

技者自身で付けること。

3 り路 返り矢でない限り、矢を落下させるか、発射ミスをした場合、その矢の
一
部がシューティングラインと3 血ラインの中

にある場合再発射する事が出来る。

4 何等かの理由で行射が中断した場合、もしくは弓具 トラブルが認められ、射ち残し矢がある場合、

残り矢 1本につき4 0 秒の時間を与え、競技再開、もしくはエンド終了後に補充しま曳

5 スコープを使用する競技者は、シューティング時シューティングラインを離れての使用は認めません。最終矢発射後はスコ

―プ共速や力寸こウェイティングラインまで下がること。

6 採点ほ相互採点とし、得点の読み上げは矢の所有者が行い、記入は同的の選手が記入すること。

|  _ ヱ_記録した各矢の御ま訂正は、_矢を援き取る前に審判員立会いのもとに限り認められ、1碁単隈の立4 とを必要とします_ __

得点報告等

1 第1 ゲーム (午前のグーム) 終了後に得点を集計してスコアカードを自分の立ち位置に置くこと。

リカープ部F母はクラス分けを行いま坑

2 競技終了後、得点を確認し、選手と採点者のサインの上、スコアカードを各クラス及びC P の男町こ提出すること。

そ の 他

1 競技場 (体育灼 内では、体育館シューズを使用して下さい。

2 競技場内では禁煙で曳 飲食は定められた場所で適宣行つて下さV、

3 貴重品・所持品等は各自で管理して下さい。

4 判らない事があれば審判員・スタッフにお尋ね下さい。

5 自分が出したゴミは、各自で処理していただきますよう、お願いいたしま曳



一男
ィ

4 回利歌山県障害者も、れあい

ンドアアーチェリー大会

参 加 申 込 書

2  R C はリカーブ守駄CP 13コリヽも ンド部門で先
3 参む曖付t/1 じに駄 申込責任首あてF A X 通知いたし算乳 届かな帆易封よ い ご連絡くださしと

唖 嘩  1 4 7 5 0 - 1 9 2 0 4 0 7 1
□蟻 花働止環婿宅菜拓ヤ蕩琉 イヽンドノアーチェリ■大会運営委員会

参加費  一般のき8 2 , 0 0 0 円×

り朝  [ 1 , 5 0 0 円×

弁 当 代 1 , O O O ttX

合   計

円  障書罰げ丈拒顧で曳

円  弔因ゑ 弱西郵醍襲じる

円  返3 よ毒罰輛いま曳

円

矩
人三
任


